
23 - 17
23 - 18
27 - 14
32 - 26

-

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT

4 0 0 2 2 3 6 1 1 3 4 1 0 1 1

5 * 0 1 10 16 9 6 2 5 6 11 1 0 2 0

6 0 0 1 3 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

7 0 1 0 3 0 0 0 0 2 2 2 1 0 0

8 0 0 2 2 0 0 1 2 2 4 1 0 1 1

9 * 3 5 2 11 1 2 4 3 5 8 6 8 1 0

10 * 0 1 5 18 2 3 2 5 6 11 1 0 1 1

11 * 1 2 2 7 4 8 4 1 3 4 3 2 0 2

12 * 2 6 5 6 2 2 3 1 4 5 1 2 0 0

13 - - - - - - - - - - - - - -

14 - - - - - - - - - - - - - -

15 - - - - - - - - - - - - - -

16 0 0 4 5 0 0 0 1 0 1 0 1 1 0

17 - - - - - - - - - - - - - -

18 - - - - - - - - - - - - - - タイムアウトは経過時間で表示しています

0 4 4 8 1 ＣＴＯ
6 16 33 73 21 27 18 23 35 58 17 14 7 5

 Team B   如水館

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT

4 - - - - - - - - - - - - - -

5 * 1 3 5 12 4 4 4 2 2 4 2 0 1 0

6 0 0 2 5 0 0 3 1 1 2 0 0 0 2

7 * 0 1 3 5 1 2 5 2 1 3 0 0 0 1

8 - - - - - - - - - - - - - -

9 * 2 2 5 13 4 6 3 2 1 3 4 1 2 0

10 - - - - - - - - - - - - - -

11 - - - - - - - - - - - - - -

12 * 0 0 1 1 0 0 4 2 2 4 0 1 1 1

13 0 0 0 5 0 0 2 0 0 0 2 0 0 1

14 * 3 11 5 15 0 0 5 4 3 7 2 2 1 2

15 0 1 3 10 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0

16 - - - - - - - - - - - - - -

17 - - - - - - - - - - - - - -

18 - - - - - - - - - - - - - -

0 1 3 4 0

6 18 24 66 9 12 27 14 13 27 11 5 5 7

モルテンカップ平成28年度広島県高等学校秋季バスケットボール大会　第47回全国高等学校バスケットボール選抜優勝大会広島県大会

Team A

105 75

Team B

試 合 日 2016年10月23日
広島皆実

2

 Team A   広島皆実

№ Ｓ 選　手　名 PTS
３Ｐ

如水館開始時間 13:40

会　　場 県立総合体育館小アリーナ

コ ー ト O
（広島県） （広島県）

試 合 順

倉富　チアゴ 29 35:48

片山　弘章 2 3:26

ST BS PT

景山　瑛登 7 12:16

２Ｐ ＦＴ
Ｆ

REBOUND
TO AS

原　未来斗 14 33:40

深渡瀬　海 12 30:51

天野　優太 0 5:10

新井　泰斗 4 7:14

江藤　大智 - DNP

山下　征納 - DNP

小川　俊哉 11 30:30

大道　拓将 18 35:04

江川　優樹 - DNP

Ｆ PT

合　　　計 105 200

RATE

№ Ｓ

37.5% 45.2% 77.8%

Team / Coach: 藤井　貴康

選　手　名

山口　由稀 8 6:01

直野　圭吾 -

ＯＴ１３・４Ｐ

清水　琢磨

PTS
３Ｐ ２Ｐ ＦＴ

32:07

19:31

DNP

34:1020

-

-

2

0

19

6

33.3%

-

17

4

ＯＴ３ ＯＴ４

: :

１・２Ｐ

75 200

RATE 36.4% 75.0%

DNP

19:30

19:50

36:55

ST BS
REBOUND

DNP

13:41 :

20:30

戦評

TeamA
ＯＴ２

:
15:43 :

18:23
:

21:14

主審 戦評

合　　　計

:

児玉　翔太郎

Team / Coach: 秦野　誠次

渡辺　翔太

原田　麗音

内田　宏紀

下瀬　一輝

石本　哲也

片岡　樹

梯　太一

岡崎　聖大

後東　航

: ::
:

:
:

:

記録恩地孝明

奥田　雄伍

TeamB

DNP

TO AS

横田学 高陽高校皆川義紀

7

-

副審 山住泰光

28:20

山本　龍二 - DNP

DNP

石原　奏志 - DNP

奇　埈成 - DNP

新藤　滝也 - DNP

0

20

40

60

80

100

120

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40

得
点

時間（分）

得点経過
広島皆実 如水館

スタートは、広島皆実＃５、９、１０、１１、１２ 如水館＃５、７、９、１２、１４

第１Ｐ 両チームともにマンツーマンでスタート。広島皆実＃１２の３Ｐで先制する。まず流れを掴んだのは広島

皆実。堅い守備から＃９の素早いボール運びで攻撃を組み立て、＃１２の３Ｐや＃５のゴールしたで得点を重

ねる。対する如水館は＃９、＃１４の個人技で喰らい付く。２３対１７広島皆実リードで第１Ｐ終了。

第２Ｐ 如水館は広島皆実の堅い守りを崩すまでには至らないが＃９、＃５の１対１で得点差を縮め３２対２９

としたところで広島皆実タイムアウト。その後如水館のシュートが落ち始める。広島皆実は速攻や合わせなど

２点を確実に取るプレーで優勢にゲームを進め、４６対３５、広島皆実リードで前半終了。

第３Ｐ 運動量で上回る広島皆実は激しい守りからの速い攻撃やリバウンドを支配し、手を緩めない。代わっ

て入った広島皆実＃８のリバウンドショットなども決まり、一気に点差を広げる。如水館は得点が伸びない中、

＃９が３Ｐやドライブインなどで得点し、孤軍奮闘を見せる。７３対４９、第３Ｐ終了。

第４Ｐ 一矢報いたい如水館は激しい守備からトラップを仕掛けたいところだが、素早いドリブル、パスワーク

の前に中々捕まえることができない。それでも運動量を落とさずボールを奪取すると、＃１４の３Ｐや＃５、＃９

の個人技で得点を重ねる。しかし、広島皆実は代わって入ったメンバーも活躍を見せる。広島皆実＃４の献身

的なプレーやルーキー＃１６の活躍には目を見張るものがあった。１０５対７５で試合終了。如水館の最後まで

戦う姿勢は素晴らしかったが、広島皆実の強さが際立つ試合となった。



19 - 24
22 - 20
25 - 14
16 - 16

-

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT

4 * 4 14 6 11 3 3 1 1 4 5 2 0 1 1

5 * 0 2 4 10 2 2 0 2 3 5 2 4 4 1

6 * 0 0 16 16 4 5 2 5 5 10 1 1 2 2

7 1 8 0 0 0 0 1 2 3 5 2 1 1 1

8 - - - - - - - - - - - - - -

9 0 1 2 5 0 0 0 3 5 8 1 0 0 1

10 * 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

11 - - - - - - - - - - - - - -

12 - - - - - - - - - - - - - -

13 * 0 2 1 1 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0

14 - - - - - - - - - - - - - -

15 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

16 - - - - - - - - - - - - - -

17 - - - - - - - - - - - - - -

18 0 0 0 1 0 0 0 1 1 2 1 0 0 0 タイムアウトは経過時間で表示しています

0 4 3 7 2 ＣＴＯ
5 28 29 46 9 10 6 18 24 42 11 6 8 6

 Team B   広島観音

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT

4 * 2 8 6 17 0 0 3 1 1 2 1 1 0 0

5 * 4 8 5 7 0 0 4 5 3 8 3 2 2 0

6 * 0 2 3 7 0 0 3 3 1 4 1 1 1 0

7 * 2 5 6 16 1 2 1 1 5 6 0 1 2 0

8 * 3 6 0 3 0 0 5 1 6 7 3 3 0 0

9 - - - - - - - - - - - - - -

10 - - - - - - - - - - - - - -

11 - - - - - - - - - - - - - -

12 - - - - - - - - - - - - - -

13 - - - - - - - - - - - - - -

14 - - - - - - - - - - - - - -

15 - - - - - - - - - - - - - -

16 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

17 - - - - - - - - - - - - - -

18 - - - - - - - - - - - - - -

0 5 4 9 0

11 29 20 50 1 2 16 16 20 36 8 8 5 0

DNP

DNP

山野　沙彩 0 5:36

高嶋　莉子 0 0:10

加藤　伶子 - DNP

: :39:19
36:54

39:45
39:33

:

記録竹内智己

脇田　珠音

TeamB

40:00

TO AS

小松広道 高陽高校

19

9

副審 中島淳

40:00

新井　聖花 -

ＯＴ２

:
12:34 :

18:51
:

DNP

主審 戦評

合　　　計

32:54

登　翼沙

Team / Coach: 大塚　繁樹

小松　みなみ

藤井　涼葉

渡部　結奈

白井　明音

八城　実莉

横尾　菜緒

林原　菜々実

小田　侑加

常川　紗希

ＯＴ３ ＯＴ４

: :

１・２Ｐ

74 200

RATE 40.0% 50.0%

DNP

DNP

DNP

DNP

ST BS
REBOUND

DNP

11:39 :

40:00

戦評

TeamA
ＯＴ１３・４Ｐ

橋村　実咲希

PTS
３Ｐ ２Ｐ ＦＴ

24:12

40:00

39:50

DNP-

-

-

-

-

-

-

37.9%

18

22

6

坂本　理子 0 5:01

Ｆ PT

合　　　計 82 200

RATE

№ Ｓ

17.9% 63.0% 90.0%

Team / Coach: 村井　幸太郎

選　手　名

安藤　帆南 - DNP

下瀬　彩夏 -

安永　若葉 2 9:51

高木　葵 - DNP

西谷　佳純 - DNP

京免　七海 - DNP

出野　友佳 4 30:00

井上　美優 0 4:24

西野　梨奈 3 25:08

佐々井　胡桃 - DNP

奥村　鈴 10 40:00

三間　瑠依 36 40:00

ST BS PT

竹内　優香 27 40:00

２Ｐ ＦＴ
Ｆ

REBOUND
TO AS

 Team A   広島皆実

№ Ｓ 選　手　名 PTS
３Ｐ

広島観音開始時間 12:00

会　　場 県立総合体育館小アリーナ

コ ー ト O
（広島県） （広島県）

試 合 順

モルテンカップ平成28年度広島県高等学校秋季バスケットボール大会　第47回全国高等学校バスケットボール選抜優勝大会広島県大会

Team A

82 74

Team B

試 合 日 2016年10月23日
広島皆実

1
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得
点

時間（分）

得点経過
広島皆実
広島観音

皆実④⑤⑥⑩⑬，観音④⑤⑥⑦⑧，両チームともマンツーマンでスタート。立ち上がり，皆実は速攻で⑧のランニング

シールからのポストプレイやローポストからの１対１で加点するが，観音もフレアースクリーンから外回りからの合わせ

や，飛び込みリバウンドで加点する。皆実は④のドライブのカウント１ショット後からのプレスで連続して加点するが，観

音は⑧や⑤の３Ｐが５本決まり，１９－２４で観音リードで１Ｑ終了。

２Ｑ，皆実は④の３Ｐとリバウンドショットで同点としたところで観音ＴＯ。その後皆実のオフェンスにミスがあり観音４点

リードしたところで皆実ＴＯ。皆実はセットプレーや⑥のポストプレーで流れをつかもうとするが，観音④⑦の３Ｐがよく決

まり４１－４４観音リードで２Ｑ終了。

３Ｑ，観音は④の１対１，⑤のポストプレーで加点するが，皆実は⑥を中心に④の３Ｐやオフェンスリバウンドからの

ショットで加点する。皆実のプレスからミスで５０－５５と皆実がリードしたところで観音ＴＯ。ＴＯ後，観音はディフェンスを

ゾーンに変えるがオフェンスでのミスがあり，なかなか点が伸びない。皆実は外角のシュートが入らないが，⑥のオフェ

ンスリバウンドからのショットで確実に加点し，６６－５８と皆実が逆転し３Ｑ終了。

４Ｑ立ち上がり，観音のゾーンが効き始め，観音④や⑤を中心にオフェンスを組み立て加点する。皆実は⑥や⑨のオ

フェンスリバウンドで加点するが，ゾーンがうまく攻められず皆実ＴＯ。ＴＯ後，皆実は⑦の３Ｐや⑤のジャンプショットで加

点する。観音も⑦の３Ｐで追いかけるが，皆実があわてずしっかり時間を使いゲームをコントロールする。残り３分観音Ｔ

Ｏ。ＴＯ後，観音⑤３Ｐが決まり，また⑤のスティールからの速攻で７８－７４と残り４０秒４点差としたところで皆実ＴＯ。Ｔ

Ｏ後，皆実④のフリースローで８０－７４と６点差とし，残りの時間をうまくゲームコントロールして８２－７４でゲーム終了。

高さで勝る皆実に対し，観音は３Ｐで応戦した見ごたえある試合であった。皆実の全国大会での活躍に期待したい。


